
1

　
　
　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
労
働
の
規
制
緩
和
の
再
起
動
　　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐　
仁
（
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ブ
ロ
グ　

五
十
嵐
仁
の
転
成
仁
語
」
―
掲
載
２
０
１
３
年
６
月
３
日
（
月
）
～
４
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
以
下
の
論
攷
は
、『
月
刊
社
会
民
主
』
２
０
１
３
年
６
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。〕

　 　

規
制
緩
和
政
策
が
「
成
長
戦
略
」
の
中
心
課
題

　
「
規
制
改
革
が
一
丁
目
一
番
地
で
重
要
」。
産
業
競
争
力
会
議
の
民
間
議
員
で
あ
る
竹
中
平
蔵
慶
応
大
学
教
授

は
１
月
23
日
、『
日
経
新
聞
』
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
こ
う
語
っ
た
。
安
倍
首
相
も
、
翌
日
の
規
制
改
革
会
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議
で
の
挨
拶
で
「
規
制
改
革
は
安
倍
内
閣
の
一
丁
目
一
番
地
で
あ
り
ま
す
。『
成
長
戦
略
』
の
一
丁
目
一
番
地
で

も
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
規
制
改
革
と
い
う
名
の
規
制
緩
和
政
策
が
、「
成
長
戦
略
」
の
中
心
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
規
制
改
革
の
一
環
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
が
雇
用
の
規
制
緩
和
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
か
つ
て
小
泉
首
相
時
代
の
新
自
由
主
義
的
な
構
造
改
革
と
し
て
実
行
さ
れ
、
非
正
規
化
の
拡
大
と
労

働
の
劣
化
、
貧
困
の
増
大
と
格
差
の
拡
大
を
も
た
ら
す
契
機
と
な
っ
た
労
働
の
規
制
緩
和
の
再
起
動
を
意
味
し

て
い
る
。

　

竹
中
慶
応
大
学
教
授
の
言
う
「
一
丁
目
一
番
地
」
に
は
、
小
泉
構
造
改
革
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
雇
用
と
労

働
の
「
廃
墟
」
が
残
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
更
地
に
し
、「
成
長
戦
略
」
と
い
う
新
し
い
装
い
の
下
に
建
物
を
建
て

て
再
び
売
り
出
そ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

 　

過
去
の
規
制
改
革
検
討
作
業
の
継
続

 　

安
倍
第
二
次
内
閣
は
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
と
日
本
経
済
の
再
生
を
最
大
の
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
、
総
裁
の
交
代
な
ど
日
銀
の
体
制
を
変
え
て
量
・
質
と
も
に
異
次
元
の
金
融
緩
和
政
策
を
打
ち
出
し
、「
国
土

強
靱
化
」
を
掲
げ
て
巨
額
の
財
政
出
動
に
よ
る
公
共
工
事
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
経
済
成
長
の
た
め
の
新
た
な
戦
略
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
第
三
の
矢
」
と
し
て
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の
「
成
長
戦
略
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
四
つ
の
組
織
が
新
設
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
１
月
８
日
に
日
本
経
済
再
生
本
部
の
第
１
回
会
議
が
開
か
れ
、
産
業
競
争
力
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。

翌
１
月
９
日
に
は
経
済
財
政
諮
問
会
議
が
復
活
し
、
６
月
に
は
「
骨
太
の
方
針
」
を
出
す
べ
く
活
動
を
開
始
し

た
。
そ
し
て
、
１
月
24
日
に
は
規
制
改
革
会
議
が
第
１
回
の
会
議
を
開
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
枠
組
み
全
体
の
司
令
塔
と
な
る
の
は
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
あ
る
。
こ
れ
は
小
泉
構
造
改
革
の

推
進
力
と
な
っ
た
戦
略
的
機
関
の
復
活
で
あ
り
、
４
人
の
民
間
議
員
か
ら
労
働
界
の
代
表
が
排
除
さ
れ
て
い
る

点
で
も
変
わ
り
は
な
い
。

　

日
本
経
済
再
生
本
部
は
閣
僚
だ
け
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
下
に
産
業
競
争
力
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。
注
目
さ
れ

る
の
は
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
小
泉
内
閣
時
代
に
新
自
由
主
義
的
な
構
造
改
革
を
先
導
し
た
竹
中
平
蔵
元
経

済
財
政
担
当
相
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
規
制
改
革
会
議
に
は
竹
中
元
担
当
相
の
後
任
と
し
て
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
議
長
を
務
め
た
大
田
弘

子
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
も
選
任
さ
れ
、
議
長
代
理
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
規
制
改

革
会
議
に
は
、
小
泉
内
閣
時
代
の
規
制
改
革
・
民
間
開
放
推
進
会
議
の
専
門
委
員
を
努
め
て
い
た
安
念
潤
司
中

央
大
学
教
授
（
当
時
、
成
蹊
大
学
教
授
）
と
翁
百
合
子
日
本
総
合
研
究
所
理
事
も
加
わ
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
第
１
回
規
制
改
革
会
議
に
出
さ
れ
た
「
金
丸
委
員
提
出
資
料
」
に
は
、「
過
去
の
規
制
改
革
会
議
の

成
果
を
有
効
活
用
し
、
残
さ
れ
た
大
き
な
課
題
に
つ
い
て
優
先
的
に
検
討
」
す
べ
だ
と
記
さ
れ
て
い
た
。
過
去

の
一
連
の
規
制
改
革
検
討
作
業
と
の
継
続
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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規
制
緩
和
の
新
た
な
狙
い

　

他
方
、
産
業
競
争
力
会
議
に
は
楽
天
の
三
木
谷
浩
史
会
長
兼
社
長
や
ロ
ー
ソ
ン
の
新
浪
剛
史
社
長
も
加
わ
っ

て
い
る
。
三
木
谷
氏
は
昨
年
６
月
に
発
足
し
た
「
新
経
済
連
盟
」
の
会
長
で
あ
り
、
こ
れ
は
２
０
１
０
年
２
月

に
設
立
さ
れ
た
「
e
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
連
合
会
」
が
新
産
業
も
含
め
て
衣
替
え
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
枠
組
み
と
構
成
か
ら
、
何
が
明
ら
か
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
第
一
に
、
小
泉
構
造
改
革
の
継
承
と
復
活
で
あ
る
。
安
倍
首
相
は
小
泉
内
閣
時
代
の
官
房
長
官
で
あ

り
、
小
泉
元
首
相
の
後
継
者
と
し
て
第
一
次
内
閣
を
組
織
し
た
経
緯
が
あ
る
。
小
泉
亜
流
の
新
自
由
主
義
的
路

線
を
継
承
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

第
二
に
、
新
た
な
産
業
分
野
の
「
成
長
力
」
を
採
り
入
れ
よ
う
と
い
う
狙
い
で
あ
る
。
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

を
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
流
通
産
業
、
医
療
・
福
祉
産
業
な
ど
へ
と
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

め
ざ
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
労
働
力
が
「
過
剰
」
と
な
っ
て
い
る
製
造
業
や
建
設
業
、
不
況
の
波
に
呑
ま

れ
た
電
機
産
業
な
ど
か
ら
の
労
働
力
移
動
を
円
滑
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
第
三
に
、
こ
の
よ
う
な
労
働
力
移
動
を
支
援
す
る
た
め
の
規
制
改
革
と
い
う
課
題
が
浮
上
す
る
。

雇
用
維
持
型
か
ら
労
働
移
動
支
援
型
へ
と
雇
用
政
策
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
大
転
換
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
邪
魔
に
な
る
規
制
を
撤
廃
し
、
労
働
力
の
移
動
と
働
き
方
の
多
様
化
が
め
ざ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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雇
用
の
柔
軟
化
と
労
働
時
間
規
制
の
緩
和

　

日
本
経
済
再
生
本
部
の
第
１
回
会
議
で
、
安
倍
総
理
は
「
雇
用
関
連
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
関
連
、
健
康
・

医
療
関
連
を
規
制
改
革
の
重
点
分
野
と
す
る
」
こ
と
を
指
示
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
第

２
回
会
議
に
提
出
さ
れ
た
「
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
今
後
の
検
討
課
題
（
有
識
者
議
員
提
出
資
料
）」
は
、「
具

体
的
検
討
事
項
」
と
し
て
「
人
材
の
活
用
及
び
人
的
投
資
の
拡
大
・
育
成
（
特
に
若
者
や
女
性
）、
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
を
踏
ま
え
た
雇
用
、
柔
軟
性
の
あ
る
労
働
市
場
」
を
提
起
し
た
。

　

こ
う
し
て
、「
整
理
解
雇
を
一
定
の
条
件
に
て
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
」
こ
と
、「
有
期
雇
用
規
制
を
と
り

や
め
る
」こ
と
、「W

hite Collar Exem
ption

の
欧
米
国
並
み
適
用
、人
材
の
流
動
化（
例
：
解
雇
規
制
の
緩
和
）」

「
正
社
員
終
身
雇
用
偏
重
の
雇
用
政
策
か
ら
多
様
で
柔
軟
な
雇
用
政
策
へ
の
転
換
」「
地
域
や
職
務
を
限
定
し
た

正
社
員
や
専
門
職
型
の
派
遣
労
働
者
な
ど
、『
ジ
ョ
ブ
型
の
ス
キ
ル
労
働
者
』
を
創
出
す
る
こ
と
」、「
多
元
的

な
雇
用
シ
ス
テ
ム
」「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
全
体
の
事
業
効
率
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」
の
「
最

大
限
活
用
」「
求
職
者
支
援
制
度
や
雇
用
保
険
事
業
な
ど
の
内
容
」
の
「
再
検
証
」
な
ど
の
諸
課
題
が
浮
上
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

総
じ
て
、「
企
業
に
自
由
を
与
え
、
体
質
を
筋
肉
質
に
し
て
い
く
よ
う
な
規
制
改
革
」（
産
業
競
争
力
会
議
第

１
回
会
議
で
の
竹
中
発
言
）
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
焦
点
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
雇
用
の
柔
軟
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化
と
労
働
時
間
規
制
の
緩
和
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。

　

働
く
人
び
と
の
困
難
を
解
決
で
き
る
の
か

　

し
か
し
、
小
泉
構
造
改
革
以
来
の
労
働
の
規
制
緩
和
は
、「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
低
賃
金
で
不
安

定
な
非
正
規
労
働
者
の
増
大
、
正
社
員
を
含
め
た
労
働
者
全
体
の
賃
金
の
低
下
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全
な
ど

心
身
の
健
康
を
損
な
う
長
時
間
・
過
密
労
働
、
技
能
継
承
の
困
難
と
技
術
力
の
低
下
、
そ
し
て
、
家
庭
の
形
成
・

維
持
の
困
難
や
少
子
化
に
よ
る
労
働
力
再
生
産
の
阻
害
と
社
会
の
縮
小
化
な
ど
、
深
刻
な
問
題
を
生
み
出
し
て

き
た
。
そ
れ
を
再
起
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

何
よ
り
も
大
き
な
問
題
は
、
規
制
改
革
が
「
成
長
戦
略
」
の
一
環
と
し
て
提
起
さ
れ
、
働
く
人
び
と
が
抱
え

て
い
る
困
難
を
い
か
に
解
決
す
る
か
と
い
う
視
点
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
地
域
や
職
務
を
限
定
し
た「
限

定
正
社
員
」
は
時
期
不
明
の
有
期
雇
用
と
い
う
「
名
ば
か
り
正
社
員
」
に
す
ぎ
ず
、
解
雇
規
制
の
緩
和
は
雇
用

不
安
を
拡
大
さ
せ
、
労
働
時
間
規
制
の
緩
和
は
過
労
死
の
リ
ス
ク
を
高
め
て
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
合
法
化
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
規
制
改
革
は
雇
用
と
労
働
の
劣
化
を
促
進
し
、
低
収
入
で
結
婚
も
で
き
な
い
労
働
者
を
ま
す
ま

す
増
大
さ
せ
、
消
費
不
況
の
長
期
化
と
国
内
市
場
の
狭
隘
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
は
、「
成
長

戦
略
」
の
推
進
で
は
な
く
、
そ
の
阻
害
要
因
を
拡
大
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
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参
院
選
で
の
断
固
と
し
た
回
答
を

　

小
泉
構
造
改
革
は
貧
困
の
増
大
や
格
差
の
拡
大
な
ど
多
く
の
「
負
の
遺
産
」
を
残
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は

す
で
に
国
民
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
安
倍
首
相
も
例
外
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
規
制
改
革
の
「
再
稼
働
」

に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
る
。

　

ま
た
、
安
倍
首
相
は
、
第
一
次
内
閣
当
時
の
２
０
０
７
年
１
月
に
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン

の
導
入
を
断
念
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
の
７
月
参
院
選
で
大
敗
す
る
と
い
う
負
の
経
験
を
持
っ
て
い

る
。
労
働
の
規
制
緩
和
に
対
し
て
、
あ
る
種
の
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
行
き
す
ぎ
た
規
制
緩
和
を
批
判
し
て
い
る
原
丈
人
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
財

団
代
表
理
事
を
４
月
18
日
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
招
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
り
、
民
間
議
員
が
解
雇
規
制
の

緩
和
に
つ
い
て
の
主
張
を
弱
め
た
り
す
る
な
ど
の
動
き
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
解
雇
無
効
の
判
決
が
出
た
場
合

に
補
償
金
を
支
払
う
事
後
型
の
金
銭
解
決
に
つ
い
て
は
議
論
が
継
続
さ
れ
、
そ
の
他
の
課
題
も
参
院
選
後
に
再

浮
上
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
の
取
り
組
み
が
重
要
に
な
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
、
日
本
で
は
労
働
規
制
を
守
ら
な
い
「
ブ
ラ
ッ
ク
会
社
」
が
跋
扈
し
て
お
り
、
違
法
が
ま
か
り
通

っ
て
い
る
。
規
制
を
緩
和
す
る
よ
り
も
、
こ
れ
ら
の
違
法
企
業
へ
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
方
が
先
決
で
は

な
い
の
か
。
そ
れ
を
放
置
す
る
だ
け
で
な
く
、
働
く
ル
ー
ル
を
さ
ら
に
弱
め
る
こ
と
は
、「
ブ
ラ
ッ
ク
会
社
」
の
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合
法
化
を
図
り
、
日
本
全
体
を
「
ブ
ラ
ッ
ク
社
会
」
に
し
て
し
ま
う
だ
け
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
に
も
、
参
院
選
で
の
断
固
と
し
た
回
答
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
安
倍
首
相
の
ト
ラ
ウ
マ

を
さ
ら
に
強
め
、
労
働
の
規
制
緩
和
を
断
念
さ
せ
る
だ
け
の
手
厳
し
い
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

 


